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ト
ピ
ッ
ク
ス

　県
は
、
平
成
四
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
県
民
の
方
を

対
象
に
、
先
行
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
け
る
、

昨
年
十
月
末
現
在
の
先
行
検
査

の
一
次
検
査
結
果
は
〈
表
１
〉

の
と
お
り
で
す
。

　ま
た
、
一
次
検
査
の
結
果
、

Ｂ
ま
た
は
Ｃ
判
定
と
な
り
、
二

次
検
査
の
対
象
と
な
っ
た
方
は
、

今
回
、
四
百
二
十
九
人
で
、
そ

の
う
ち
の
三
百
八
十
人
の
結
果

が
確
定
し
ま
し
た
〈
表
２
〉
。

　な
お
、
先
行
検
査
を
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　本
格
検
査
は
、
昨
年
四
月
か

ら
県
が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

本
市
の
本
格
検
査
は
、
本
年
五

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　ま
た
、
本
格
検
査
は
、
平
成

二
十
八
年
三
月
ま
で
に
対
象
と

な
る
方
全
員
を
検
査
し
、
同
年

四
月
か
ら
は
二
十
歳
に
な
る
ま

で
二
年
ご
と
、
そ
れ
以
降
は
五

年
ご
と
に
継
続
し
て
実
施
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
長
期
に

見
守
り
ま
す
。

お知らせします 甲状腺検査の検査結果
　県は、福島第一原発の事故を踏まえ、子どもたちの健康を
長期に見守るために、甲状腺検査を実施しています。これま
でに実施した検査やその結果などについて、お知らせします。

○お問い合わせ
　県立医大放射線医学
　県民健康管理センター
　☎024-549-5130

こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果

内部被ばく検査（２回目）を実施しています

▶とき　①総合保健福祉センター＝平日　②いわき好間コミュニ
ティ健診プラザ＝火～金曜日、第１・２土曜日、第３・４日曜日
▶時間　９時～12時、13時～17時（①の月・木曜日は９時～12時、
13　時～20時、②の水曜日は13時～20時）
▶申込方法　専用電話（☎27‒8562、平日の９時～17時）へ

内部被ばく検査

本
格
検
査
の
実
施
計
画

保健所放射線健康管理センター　　☎27-8560

▶とき　①総合保健福祉センター＝平日　②いわき好間コミュニ
　ティ健診プラザ＝火～金曜日、第１・２土曜日、第３・４日曜日
▶時間　９時～12時、13時～17時（①の月・木曜日は９時～12時、
　13時～20時、②の水曜日は13時～20時）
▶申込方法　専用電話（☎27‒8562、平日の９時～17時）へ

検査の流れ

〈表１〉一次検査結果（平成26年10月31日現在）

〈表２〉二次検査結果（平成26年10月31日現在）

〈判定結果〉

一
次
検
査

A判定

B判定

次回検査

通常診療等

Ａ判定

C判定

二
次
検
査

計

計

判定状況 結果確定数

Ａ１判定

Ａ２判定

Ａ１判定

Ａ２判定

Ｂ判定

Ｃ判定

21,059人
(44.0％)

判定状況 結果確定数
20人(5.3％) 

239人(62.9％)

21人(0.04％)

380人(100.0％)

通常診療等

うち穿刺吸引細胞診受診者（83人)

悪性ないし悪性疑い 

※ B・C判定は二次検査の対象。
※一次検査：超音波画像診断装置による甲状腺の超音波検査。 

※悪性ないし悪性疑いの割合は、一次検査受診者に対する割合。
※二次検査：詳細な超音波検査・採血・尿検査を行い、さらに必要があ
　れば結節から細胞を採って検査をする穿刺吸引細胞診を行う。

47,820人
(100.0％)

甲状腺の状態等から判断して、直
ちに二次検査を要するもの

結節（5.1㎜以上）またはのう胞
（20.1㎜以上）を認めたもの

0人
(0.0％)

429人
(0.9％)

26,332人
(55.1％) 

結節またはのう胞を認め
なかったもの

結節（5.0㎜以下）また
はのう胞（20.0㎜以下）
を認めたもの

121人(31.8％)

Ａ
判
定

Ａ
判
定

せん しきゅういんさいぼうしん

　
遠
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
昨
年
十
二
月
十
八
日
、
上

遠
野
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
懇
談
会
で
は
「
ほ
っ
と
’
す

る
遠
野
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
と

市
長
・
関
係
部
長
、
約
七
十
人

が
参
加
し
、
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。
同
懇
談
会
の
主
な
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

○
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
を
業
者
へ
の

　委
託
に

【
提
言
】
遠
野
地
区
で
は
、
以

前
か
ら
有
害
鳥
獣
、
特
に
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
農
作
物
な
ど
へ
の

被
害
が
大
き
く
、
特
に
震
災
以

降
、
著
し
く
頭
数
が
増
え
、
被

害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
狩
猟

者
の
高
齢
化
や
減
少
な
ど
に
よ

り
、
思
う
よ
う
に
駆
除
が
進
ま

な
い
現
状
に
あ
る
た
め
、
新
た

な
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
を

猟
友
会
も
含
め
市
内
外
の
業
者

に
委
託
し
、
計
画
的
に
駆
除
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
。

【
市
】
現
在
、
有
害
鳥
獣
対
策

と
し
て
、
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ

一
頭
当
た
り
に
報
償
金
一
万
円

を
交
付
す
る
「
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

報
償
金
交
付
制
度
」
を
創
設
し
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
生
活
環
境
や

農
作
物
へ
の
被
害
の
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度

は
、
県
イ
ノ
シ
シ
保
護
管
理
計

画
な
ど
に
基
づ
き
設
定
し
た
目

標
捕
獲
頭
数
、
年
間
千
五
百
頭

を
達
成
し
ま
し
た
。
平
成
二
十

六
年
度
は
、
さ
ら
に
九
百
頭
を

上
乗
せ
し
、
二
千
四
百
頭
を
目

標
捕
獲
頭
数
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
五
月

か
ら
、
法
改
正
に
よ
り
、
県
が

イ
ノ
シ
シ
を
集
中
的
か
つ
広
域

的
に
捕
獲
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
に
捕

獲
を
委
託
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
市
で
は
、
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
捕
獲
体
制
の
整
備
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
「
中
山
間
地
域
集
落
支
援

　員
」
の
配
置
を

【
提
言
】
現
在
、
三
和
地
区
や

川
前
地
区
に
は
「
集
落
支
援

員
」
が
配
置
さ
れ
、
中
山
間
地

域
の
課
題
や
問
題
の
把
握
・
解

決
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
遠
野
地
区
な

ど
、
他
の
中
山
間
地
域
へ
の
集

落
支
援
員
の
配
置
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
。

【
市
】
「
集
落
支
援
員
制
度
」

は
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
山
間
地
域
な
ど

の
実
情
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
し
、

効
果
的
な
対
策
を
実
施
す
る
た

め
、
集
落
支
援
員
を
配
置
す
る

国
の
制
度
で
す
。
集
落
支
援
員

は
、
集
落
の
巡
回
や
点
検
を
行

う
と
と
も
に
、
状
況
把
握
に
努

め
、
集
落
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
川
前
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
に
位
置
付
け
、

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
地

区
の
女
性
八
人
が
集
落
支
援
員

と
し
て
活
動
し
、
安
全
で
安
心

な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
や
、
独
身
男
女
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
集
落
の
活
性
化
が
図
ら
れ

て
い
く
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

遠
野
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
他

の
中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
、

集
落
支
援
員
の
配
置
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※

懇
談
会
の
詳
し
い
内
容
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
（
来
月
掲
載
）
。
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遠
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

〜
ほ
っ
と
’
す
る
遠
野
を
め
ざ
し
て
〜

地区の課題について熱心に提案
する参加者

今後の地区のまちづくりに向け、意見を交換


